
将来ビジョン講座 

 時代遅れの薬剤師にならないために 

北海道医療大学 薬剤師支援センター 認定薬剤師研修制度 

【本学 薬剤師支援センター ホームページ】 

 http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/ 
 

 「薬剤師研修講座 申込フォーム」より必要事項をご入力のうえ、送信して下さい。 

薬剤師支援センター事務局 
〒061-0293 北海道石狩郡当別町金沢1757 

TEL.0133-23-1211（内線1243）／FAX.0133-23-1669 

E-mail.p-support@hoku-iryo-u.ac.jp 

裏面FAXまたは下記ホームページよりお申し込みください。 
 ※お申し込み後、一週間経過してもメール返信がない場合は、事務局まで  ご連絡下さい。 

【会場】ACU／札幌サテライトキャンパス 

札幌市中央区北4条西5丁目 アスティ45 12階・16階 

 在宅医療における多職種連携 
医療法人孝佑会 ごう内科クリニック 院長 鈴木  郷 

在宅医療において多職種連携は重要なキーワードのひとつであり、地域でのネットワークの活動が重要です。 
しかし、薬剤師の参加が少なく、薬物治療の専門家として積極的な参画を希望し、医師の立場からお話しします。 

平成26年  8月6日（水）18：30～20：00 
【会場】ACU 中研修室1206  【受講料】無料 

【定員】80名 【認定単位】１単位  

平成26年  7月2日（水）18：30～20：00 

【会 場】ACU 大研修室1606 【定 員】100名 【認定単位】１単位 

【受講料】一般 2,000円 ／ 本学薬学部同窓会員 1,000円 [6月30日（月）までにお申込みの場合にのみ適用] 

 共同薬物治療管理 ～医師と薬剤師の新たな連携～ 
ファルメディコ株式会社 代表取締役社長 狭間 研至 

薬学教育の６年制への移行、調剤報酬の在宅へのシフト、薬剤師の病棟常駐など、薬剤師を取り巻く環境は大きく
変わりつつあります。超高齢社会を支えうる次世代型の薬剤師の在り方について、新しい地域医療戦略の観点から
医師、薬局経営者の立場からお話しします。 

 地域医療で責任をはたせる薬剤師 
大北健康堂薬局 大橋 得二 

今、薬剤師・薬局の真価が問われる大きな岐路にさしかかっています。在宅医療を特別な医療とせず、かかりつけ
薬局として地域の期待に応えるための沖縄県北部地区での在宅サポート薬局制度の取り組みについてお話しします。 

平成26年  9月3日（水）18：30～20：00 
【会場】ACU 中研修室1206  【受講料】無料 

【定員】80名 【認定単位】１単位  

   ワークショップ：今、働いている地域医療に関心はありますか？ 

                     地域医療に必要とされる薬剤師を描けますか？ 
そらちぶと調剤薬局 福地 隆康 

平成26年10月4日（土）15：00～18：00 
【会場】本学 当別キャンパス   【受講料】無料 

【定員】未定    【認定単位】２単位  

※ 定員に達し次第、締切とさせていただきます。 

※ 6月15日（日）までは本学薬学部同窓会員を優先で受付いたします。 

※当日参加も可能ですが配布資料に限りがあります事をご了承ください。 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~p-support/

